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【研究主題】ふるさとのすばらしさを自分の言葉で自慢できる子どもの育成 

 

【副題】地域の子どもは地域で育てる  

 

【学校・団体名】 山口県萩市立佐々並小学校 

【役職名・氏名】 校長 舩木 美弘 

 

はじめに 

志を果たして いつの日にか帰らん 

山は青きふるさと 水は清きふるさと 

 

これは唱歌「ふるさと」の歌詞の一節である。 

佐々並にはたくさんのふるさとの魅力がある。豊か

な自然に囲まれた佐々並は、おいしい佐々並米をはじ

め、数々の農産物や果実などがある。また、周囲の山々

には、ヒノキなどの銘木もたくさん生産されている。 

加工品としては、200 年の歴史がある「ささなみ豆

腐」や「さしみこんにゃく」が有名であり、今は生産

されていないが、佐々並の銘水を使って作った「ささ

なみうどん」もあった。 

これらのふるさとのすばらしさを自分の言葉で自慢

できる子どもの育成するためには、実際にそれらにか

かわる体験活動を通して学んでいくことが大切だと考

えた。また、佐々並には、それらの活動を支援してい

ただける地域住民がたくさん存在する。 

ここでは、ふるさと体験学習を学校と地域が連携・

協働しながら進めていくことにした。 

 

1 ふるさと学習の推進 

佐々並のふるさと学習を改めて体系化することにな

ったた。これまでも稲作などの農業体験活動は実施さ

れてきたが、教育課程や年間計画にきちんと位置づけ

て、そして価値づけていくことにした。 

ふるさと体験学習は、昨年度より「ささラブ応援隊」

の支援を受けて、様々な体験学習を行っている。 

これらの企画は「ささラブ学園」と名付け、佐々並

ふるさと体験学習として地域の方が先生役、佐々並の

魅力を体感する体験活動を開催している。自然豊かな

佐々並で、楽しく元気に農業や自然体験学習など実施

し、小学生ならだれでも入園可であり、土・日曜日、

夏休みの開催は他地区の児童の参加もできる。他地区

の児童の参加も受け付けている。 

 

【年間計画】※随時追加あり 

①  4月20日（水）あゆ放流教室 

②  5月 7日（土）田植え教室 

③  5月26日（木）いも植え教室 

④  6月17日（金）ごま種植え教室 

⑤  7月 21日（木）カヌー教室（延期） 

⑥  8月 6日（土）木工作教室 

  ⑦  9月  3日（土）稲刈り教室 

  ⑧  10月中旬 アサギマダラ＆昆虫教室 

  ⑨  10月 21日（金）いも掘り教室 

  ☆ 10月 「ささラブ弁当」の再発行 

※  11月 21日 （日） 地域の祭りの 

   「おいでん祭」に一緒に参加 

  ⑩ １2月 23日（金）迎春準備教室 

  ⑪  2月  5日（土）ささなみ豆腐教室 

  ☆  2月 ？日   雪ん子教室   

 

2 実践事例 

これらの活動の中から、佐々並の特色がよく表れ 

ている活動を4点紹介する。 

（1）ささなみ豆腐教室 

「ささなみ豆腐教室」は、ふるさとの伝統の体験学

習として取り組んでいる。令和2年度から始まり、最

初は5・6年生対象であったが、児童同士でも伝統を引

き継いでいくことになり、令和3年度から、3～６年生

が佐々並の名産「ささなみ豆腐」作りにチャレンジす

ることになった。 
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「ささなみ豆腐」は、200年前の江戸時代から伝わ

る佐々並固有の製法「生搾り」で作られ、その風味や

固さが好まれており、かの伊藤博文公も絶賛された豆

腐といわれている。残念ながら5年前に佐々並唯一の

創業者「土山商店」が閉店したが、佐々並の「はやし

屋旅館」で食べることができる。体験学習の監修は創

業者の土山千鶴さん、指導者は「はやし屋旅館」女将

の林 千恵さんに依頼した。 これからも体験型のふる

さと学習を進め、高学年が低学年に伝承していく形を

作っていきたい

と考えている。

そして自分の言

葉でふるさとを

自慢できるよう

になってほしい

と思う。 

 

（2）「ささラブ弁当」づくり 

５・６年生が総合的な学習の時間で「佐々並の魅力

発信プロジェクト」を実施し、佐々並のおいしい食材

を活用して作る「さ

さラブ弁当」を考え

て、佐々並の自慢と

おいしさがいっぱい

つまった弁当が作る

ことになった。 

主な流れは次の通りである。 

①児童が佐々並の名産を調べて弁当のメニューを  

考える。 

②地域の方（はやしや旅館の女将さん）が 2 回来  

校されて、児童のプランを聞かれた。地域の食  

材を使ったメニューが実際に作ることができる  

か、他とのバランスなどのアドバイスをいただ  

きおおまかなメニューができあがった。 

③試作品確認 

   「ささなみ豆腐」をメインとした弁当の試作品  

ができた。肉料理については、児童のリクエストの

あった２品を両方入れることになった。旬でおいし  

いハヤト瓜（季節による）もきんぴらとして入  

れることになった。 

④製造（はやし屋旅館） 

   ８５個製造。早朝からの作業。 

 

⑤発表会で披露 

  令和3年11月27日（土）の「ふれあい発表会」で

これまでの製作過程を発表して、完成品を披露した。 

 

 

 

 

 

 

 

⑥弁当配付（参観者等） 

   発表会当日の参観者や保護者に配付した。直前  

で発表した弁当が配付されるということで、とても喜

んでいただいた。 

 

児童も教室で佐々並の特産を話題にしながら弁当を

食べた。保護者もコミスクルームで佐々並を感じなが

ら食べられていた。食べ物を通して「ふるさと佐々並」

の特長や自慢を感じることができた活動であった。ま

た女将さんをはじめ、多くの地域の方が製造にかかわ

り支援いただいたことに感謝の気持ちをもつことがで

きた。今後は改良されて市販されることにつながった

ら、さらにやりがいが高まり、ふるさとを大切に思う

心が育っていくと思う。 

  後日、地域の方からお礼と称賛の声がたくさん届

き、5・6年生に伝えるととても喜んでいた。 

 

（3）木工作教室 

８月6日（土）9時から旭世代間交流交流施設で「さ

さラブ学園 木工作教室」を実施した。昨年に続き２

回目で、佐々並小学校児童と他校の児童2名、保護者、

教職員が参加した。指導は「佐々並寿木工クラブ」の

方々で、今回も佐々並産のヒノキを使い、「小物入れ」

を作った。材料のヒノキは、切り出しから製材、乾燥、

そして板になるまで約6ヶ月かかる。 

学年のグループ

に分かれ、わかり

やすく丁寧に指導

していただき、２

回目なので釘打ち

も上手にできた。 
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子ども達は、完成した小物入れのヒノキのいい香り

をかぎながらとても喜んでいた。夏休みのすてきな思

い出づくり、そして佐々

並の魅力を発見すること

ができまた。このように

たくさんの体験を通し

て、佐々並の自慢を自分

の言葉で言えるようになってほしいと思う。また、高

齢者とのふれあいもたくさんすることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（4）迎春準備教室 

迎春準備を毎年2学期の終業式の日に、佐々並寿ク

ラブの方々と行っている。午後から旭活性化センター

でしめ縄とミニ門松を作った。佐々並寿クラブの方々

の指導でオリジナルの「ミ

ニ門松」や上手に編んだ「し

め縄飾り」が完成した。と

てもていねいにわかりやす

く教えていただいた。 

 

   

 

 

 

 

      

 

 

（5）田植え・稲刈り教室 

 佐々並に住み、家は兼業農家である児童が大半では

あるが、家で田植えや稲刈りを手伝うことはないとい

うことであった。稲作のほとんどが機械化されて、子

どもが手伝うことがないので、日常の中では稲作を体

験することがない。あえていろいろなところで開催さ

れる稲作体験に出向くこともないらしい。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

お米が名産である佐々並で、稲作を体験してほしい

ということで、先生は地域の方（佐々並寿クラブ）か

ら田植えを学んだ。  

約２アールの田んぼに苗をていねいに手植えをする

ことができた。なかなかできない貴重な体験で、子ど

も達は土の感じを直接足で感じながら大喜びしてい

た。今回も他地区の子ども達が3名参加して田植えを

楽しんだ。 

秋には稲刈り教室」があり、今回も地域の高齢者

「佐々並寿クラブ」の方々の支援で貴重な体験をする

ことができた。かまで稲刈り、わらで束ねて、はぜか

けをする活動を教

えていただきまし

た。かまでの稲刈

りも慣れてくると

上手に素早くでき

るようになり、短

時間で稲刈りが無

事終わりました。

一部稲が倒れていたので、倒れていない稲を刈りとり

ました。   

今日刈り取った面積は、１畝（せ）＝１アール＝約

３０坪で約５０㎏のお米が収穫できる。 

活動後は、双方向のつながりとして、地域の方や児童

が感想を発表し合う時間を設けている。それぞれの思

いや願いを聞いて、つながりが深まり郷土愛も育って

いる。 
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3 さらに次の一手 

昨年度に続き、５・６年生が総合的な学習の時間で

「佐々並の魅力発信プロジェクトパート２」を実施す

る。 

昨年度は前途の通り、佐々並のおいしい食材を活用

して作る「ささラブ弁当」を考えて、佐々並の自慢と

おいしさがいっぱいつまった弁当が完成した。現在は、

はやし屋旅館で注文販売されている。 

 今年度は、佐々並の魅力であるおいしいお米や旬の

野菜を子ども達が調査して選定し、「ささラブふるさ

と便」に詰めて、ふるさとを愛する方々にお届けする

企画である。併せて佐々並や小学校の今の様子もメッ

セージに込めて伝える予定である。 

（１）導入 

佐々並の自慢や魅力を伝えるものは何だろうから始

まった活動であったが、まずは身近にあるものから調

べていくことになった。5・6年生の家庭は兼業農家が

多く、米や野菜を作っているので、最初に佐々並のお

いしい農作物について調べていった。 

（２）活動 

佐々並産のおしいしい食べ物を多くの方に知らせ

よう！ 

① 調査（外部講師や現地調査） 

・佐々並の特産物を調べてみよう。 

・地域の方に聞いてみよう。 

・JAや農業法人、道の駅に取材に行こう。 

② 特産物をリストアップ（旬） 

・「道の駅あさひ」に地域から出荷される旬の

野菜や果物を選定する。 

→ふるさとの特色を感じられるもの 

→旬のおいしさを味わえるもの 

③ 道の駅で特産物の選定 

 ・生産者に品物の依頼 

 ・注文を受け付ける。  

④ 箱づめ 

 ・佐々並や学校紹介、商品の  

  説明などの資料添付 

   ⑤ 発送  

※道の駅（旭開発）が行う。  

⑥ 受け取り確認、アンケート収集  

   ・メールやはがきでアンケートを行い、発注者

のふるさとへの思いを知り、今後の活動に役

立てる。 

（３）留意事項 

 ①５・６年生が各自の「セレクトＢＯＸ」を考案す

る。佐々並の自慢や魅力いっぱいの生産物を選ん

で、メッセージを添えてＢＯＸにつめて注文者に

送る。 

②今年度は、米の収穫に合わせて10月に発送す  

   る予定。宣伝、販売については、旭開発・道の駅

あさひで行う。 

  ③今後は「ささラブ応援隊」の事業として、継続 

  して実施していく予定。 

 

おわりに 

「佐々並のお米がおいしい理由は・・・」 

「ささなみ豆腐は、今から約２００年前に・・・」 

「佐々並の地形はカルデラで、約１億年前に・・・」

「佐々並は参勤交代の時の宿場町として・・・」 

歴史と風情のある佐々並、自分の言葉で佐々並のよ

さを自慢できる子どもの育成を進めている。 

  昨年度から「ささラブ学園」を開設して、佐々並の

自然や文化、産業などの体験活動を実施し、そこでは、

地域の方が先生役として、子ども達に楽しくわかりや

すく指導していただいている。 

 今年度はこれまでに、恒例の田植え教室、いも植え

教室、初めての経験の鮎の放流教室、ごま種まき教室

を行った。今後は佐々並産木工教室、稲刈り教室、い

も掘り教室、伝建地区探検教室、萩往還探索教室、迎

春準備教室そしてささなみ豆腐教室などを計画してい

る。他にも地域の方に「○○教室」を募集中で、楽し

い教室が実施されることを期待している。 

これらの貴重な体験を通して、思っていたよりたい

へんだったこと、うまく作るためにはまだまだ経験が

必要なことなどを知ることも大切である。そして活動

を通して地域の方とつながりができたことも大きな成

果になっている。 

これからも地域の方と楽しく交流しながら、「佐々

並の魅力」をいっぱい体験して、自分の言葉で佐々並

のよさを自慢できるようになってほしいと願ってい

る。 

「小学生の時にささなみ豆腐教室があってね、けっ

こうたいへんなんだよ！２時間かけて作った豆腐がお

いしかったこと！今度佐々並豆腐を作ってみようか？

それとも久しぶりに佐々並に帰って、はやし屋旅館で

本物を食べてみる？」 


